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Ⅰ 調査の概要

１ 調査の目的

本調査は、市民・事業者・小中学生を対象に、環境に関する意識調査を実施し、地域で解決を

目指すための課題を洗い出すとともに、今後の環境施策推進の基礎資料とすることを目的に実施

しました。

２ 調査の概要

事業者の調査概要は、以下のとおりです。

＜事業者＞

３ 集計表記について

・図表に示されている割合は、小数第２位を四捨五入して表記しているため、割合の合計が

100％にならないことがあります。

・本文や図表等の選択肢や回答の表記は、場合により語句を簡略化しています。

調査対象 市内の事業者から無作為に抽出した 100 社

調査時期 令和元(2019)年 11 月 18 日～12 月 2 日

配布回収方法 郵送

配布数 100 通

回収数 59 通

回収率 59.0％
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Ⅱ 調査結果の概要

＜回答者の属性について＞

・業種は、卸売・小売業が最も高く 57.6％で、次いで建設業が 13.6％と高くなっています。

・従業員数は、9人以下が最も高く 74.6％で、次いで 10～49 人が 22.0％と高くなっています。

・延べ床面積は、30m2以上 100m2未満が最も高く 33.9％で、次いで 30m2未満が 18.6％と高く

なっています。

＜環境への取組について＞

・「実施している」「ある程度実施している」の割合が高い項目は、「事業所内におけるごみの

分別・減量を行っている」となっており、回答者の大半が実施しています。

・一方、「実施する予定はない」の割合が高い項目は、「防災訓練を定期的に行っている」「事

業所敷地内の緑化推進」「避難ルート等を確認し、マップ等を作成している」となっていま

す。

＜環境への影響や環境保全に対する考えについて＞

・事業活動が地域の環境に与える影響について、影響はあ

るが小さいと考えている回答者が約半数となっていま

す。

・影響を与えているものについて、レジ袋や包装の使用が

最も高く回答者の 49.2％が選択しており、次いで排煙や

自動車の排気ガスによる大気汚染が 30.5％と高くなって

います。

・環境保全に取り組む上で、課題や問題となることとして、

設備投資などのコストが多く挙げられています。

・既に活動している内容について、「過剰包装を自粛する」「廃食用油や資源物の回収などリサ

イクル活動への協力」「まちの緑化活動、美化活動への参加」が多くなっています。

・活動を実施するにあたって課題となっていることでは、活動時間や活動資金が多く挙げられ

ています。

・ほかの団体等との連携した環境保全活動について、すで

に活動しているが約２割を占めています。

・連携している団体としては、府や市などの自治体や自治

会、学校などの教育機関が大半を占めています。また、連

携して行っている活動の内容としては、大半が清掃美化

活動となっています。

大きな影響がある

8.5%

影響はある

が小さい

47.5%

影響はない

25.4%

わからない

16.9%

無回答

1.7%

【事業活動が地域の環境に与える影響】

すでに活動し

ている 18.6%

今後、活動し

たい 15.3%

機会があれば活動

したい 35.6%

活動する予定

がない 28.8%

無回答

1.7%

【ほかの団体等と連携した環境保全活動】
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＜設備の導入状況＞

・既に導入している割合の高い設備は、LED 照明となっており、回答者の半数が導入していま

す。

・予定はないが導入意欲の高い設備は、ハイブリッド自動車や電気自動車となっています。

・導入するつもりはない割合の高い設備は、ペレットボイラーとなっています。

＜今後５年間で可能と考えられるエネルギー消費量の削減率＞

・多くの回答者が使用している電気、ガソリン・軽油については、今後５年間で１～５％程度

の削減が可能という回答が多くなっています。

・都市ガスや LPG、灯油、重油類は使用していない回答者が多いものの、使用しているところ

では、１～５％程度の削減が可能という回答が多い傾向にあります。

32.2 

13.6 

16.9 

23.7 

18.6 

1.7 

10.2 

11.9 

1.7 

13.6 

13.6 

1.7 

5.1 

10.2 

5.1 

10.2 

3.4 

1.7 

3.4 

5.1 

16.9 

1.7 

8.5 

15.3 

3.4 

18.6 

64.4 

32.2 

20.3 

61.0 

6.8 

15.3 

30.5 

28.8 

22.0 

28.8 

22.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)  電気

(2)  都市ガス

(3)  ＬＰＧ

(4) 灯油

(5)  重油類

(6)  ガソリン・軽油

1～5％ 6～10％ 11～20％ 21％以上 削減できない 使用していない 無回答

【今後５年間で可能と考えられるエネルギー消費量の削減率】
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Ⅲ 調査結果

１ 回答者の属性

１）業種

２）従業員数

・「卸売・小売業」が最も高く 57.6％で、次いで「建設業」が 13.6％と高くなっています。

・「9人以下」が最も高く 74.6％で、次いで「10～49 人」が 22.0％と高くなっています。

回答者数 割合(%)

① 農林水産業 4 6.8%

② 建設業 8 13.6%

③ 製造業 4 6.8%

④ 不動産業 0 0.0%

⑤ 卸売・小売業 34 57.6%

⑥ 飲食・宿泊業 2 3.4%

⑦ 金融・保険業 1 1.7%

⑧ 医療・福祉業 0 0.0%

⑨ 教育・学習支援業 0 0.0%

⑩ サービス業（他に分類されない） 2 3.4%

⑪ 運送業 0 0.0%

⑫ 情報・通信業 0 0.0%

⑬ 電気・ガス・熱供給・水道業 0 0.0%

⑭ その他 1 1.7%

無回答 3 5.1%

59 100.0%

選択肢

合計

① 6.8%

② 13.6%

③ 6.8%

⑤ 57.6%

⑥ 3.4%

⑦ 1.7%

⑩ 3.4%
⑭ 1.7%

無回答

5.1%

回答者数 割合(%)

① ９人以下 44 74.6%

② 10～49人 13 22.0%

③ 50～99人 2 3.4%

④ 100～199人 0 0.0%

⑤ 200～299人 0 0.0%

⑥ 300人以上 0 0.0%

無回答 0 0.0%

59 100.0%

選択肢

合計

９人以下

74.6%

10～49人

22.0%

50～99人

3.4%
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３）所在地

４）延べ床面積（事業所部分）

２ 環境への取組について

１）最も重要であると考える環境問題

・「園部地域」が最も高く 42.4％で、次いで「八木地域」が 27.1％と高くなっています。

・「30m2以上 100m2未満」が最も高く 33.9％で、次いで「30m2未満」が 18.6％と高くなっています。

園部地域

42.4%

八木地域

27.1%

日吉地域

15.3%

美山地域

15.3%

回答者数 割合(%)

① 園部地域 25 42.4%

② 八木地域 16 27.1%

③ 日吉地域 9 15.3%

④ 美山地域 9 15.3%

無回答 0 0.0%

59 100.0%

選択肢

合計

回答者数 割合(%)

① 30㎡未満 11 18.6%

② 30㎡以上100㎡未満 20 33.9%

③ 100㎡以上300㎡未満 10 16.9%

④ 300㎡以上1,000㎡未満 5 8.5%

⑤ 1,000㎡以上3,000未満 6 10.2%

⑥ 3,000㎡以上 1 1.7%

無回答 6 10.2%

59 100.0%

選択肢

合計

① 18.6%

② 33.9%
③ 16.9%

④ 8.5%

⑤ 10.2%

⑥ 1.7%
無回答

10.2%

実施してい

る

ある程度実

施している

今後

実施したい

実施する予

定はない

事業に関係

がない
無回答 合計

(1)  事業所内におけるごみの分別・減量を行っている 35 19 1 1 2 1 59

(2)  製造や流通過程における廃棄物の減量、リサイク

ルを行っている
20 23 3 4 6 3 59

(3)  自社製品の回収、リサイクルを行っている 13 7 6 7 23 3 59

(4)  節水や雨水利用など水を効率よく使っている 13 16 6 8 14 2 59

(5)  照明などの、電気の使用量を削減している 22 24 6 4 1 2 59

(6)  事務用紙の使用量を削減している 20 26 7 2 3 1 59

(7)  「クールビズ」や「ウォームビズ」を推奨してい

る
14 12 8 9 13 3 59

(8)  事業所敷地内の緑化推進（植栽、屋上・壁面緑

化、グリーンカーテンなど）
3 16 14 13 12 1 59

(9)  業務用車両のエコドライブを実践している 11 12 17 9 7 3 59

(10) 防災訓練を定期的に行っている 5 8 20 18 7 1 59

(11) 避難ルート等を確認し、マップ等を作成している 5 3 28 13 8 2 59

(12) 熱中症対策をしている 12 25 4 6 10 2 59
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・「実施している」「ある程度実施している」の割合が高い項目は、「(1) 事業所内におけるごみの分

別・減量を行っている」となっており、回答者の大半が実施しています。

・一方、「実施する予定はない」の割合が高い項目は、「(10) 防災訓練を定期的に行っている」「(8)

事業所敷地内の緑化推進」「(11) 避難ルート等を確認し、マップ等を作成している」となってい

ます。

・その他実施している取組として、「廃材（木材）を冬場のストーブの燃料として使用」「レジ袋の

使用を控えるよう PR」「ペットボトルキャップの回収」が挙げられています。

59.3 

33.9 

22.0 

22.0 

37.3 

33.9 

23.7 

5.1 

18.6 

8.5 

8.5 

20.3 

32.2 

39.0 

11.9 

27.1 

40.7 

44.1 

20.3 

27.1 

20.3 

13.6 

5.1 

42.4 

1.7 

5.1 

10.2 

10.2 

10.2 

11.9 

13.6 

23.7 

28.8 

33.9 

47.5 

6.8 

1.7 

6.8 

11.9 

13.6 

6.8 

3.4 

15.3 

22.0 

15.3 

30.5 

22.0 

10.2 

3.4 

10.2 

39.0 

23.7 

1.7 

5.1 

22.0 

20.3 

11.9 

11.9 

13.6 

16.9 

1.7 

5.1 

5.1 

3.4 

3.4 

1.7 

5.1 

1.7 

5.1 

1.7 

3.4 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)  事業所内におけるごみの分別・減量を行っている

(2)  製造や流通過程における廃棄物の減量、リサイクル

を行っている

(3)  自社製品の回収、リサイクルを行っている

(4)  節水や雨水利用など水を効率よく使っている

(5)  照明などの、電気の使用量を削減している

(6)  事務用紙の使用量を削減している

(7)  「クールビズ」や「ウォームビズ」を推奨している

(8)  事業所敷地内の緑化推進（植栽、屋上・壁面緑化、

グリーンカーテンなど）

(9)  業務用車両のエコドライブを実践している

(10) 防災訓練を定期的に行っている

(11) 避難ルート等を確認し、マップ等を作成している

(12) 熱中症対策をしている

実施している ある程度実施している 今後実施したい 実施する予定はない 事業に関係がない 無回答
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３ 環境への影響や環境保全に対する考えについて

１）事業活動が地域の環境に与える影響

２）貴事業所が提供する製品や事業活動において、環境に影響を与えていると思うもの

（複数回答）

回答者数 割合(%)

①
排煙や自動車の排気ガスによる大気汚

染
18 30.5%

② 排水による水質汚濁 6 10.2%

③ 騒音や振動の発生 12 20.3%

④ 悪臭の発生 3 5.1%

⑤ 有害化学物質による土壌汚染 3 5.1%

⑥ 大量の廃棄物の発生 4 6.8%

⑦ 森林伐採 6 10.2%

⑧ オゾン層の破壊 2 3.4%

⑨ レジ袋や包装の使用 29 49.2%

⑩ 食品ロスの発生 9 15.3%

⑪
ガス等の使用による温室効果ガスの排

出
4 6.8%

⑫ その他 0 0.0%

⑬ どれにも該当しない 11 18.6%

無回答 2 3.4%

109 -

選択肢

合計

・「影響はあるが小さい」が最も高く 47.5％で、次いで「影響はない」が 25.4％と高くなっていま

す。

回答者数 割合(%)

① 大きな影響がある 5 8.5%

② 影響はあるが小さい 28 47.5%

③ 影響はない 15 25.4%

④ わからない 10 16.9%

無回答 1 1.7%

59 100.0%

選択肢

合計

大きな影響がある

8.5%

影響はある

が小さい

47.5%

影響はない

25.4%

わからない

16.9%

無回答

1.7%

30.5%

10.2%

20.3%

5.1%

5.1%

6.8%

10.2%

3.4%

49.2%

15.3%

6.8%

0.0%

18.6%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

・「レジ袋や包装の使用」が最も高く回答者の 49.2％が選択しており、次いで「排煙や自動車の排

気ガスによる大気汚染」が 30.5％と高くなっています。
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３）環境保全に取り組む上で、課題や問題となること （複数回答）

４）既に活動している内容と今後活動したい内容

・「設備投資などのコストがかかる」が最も高く回答者の 44.1％が選択しており、次いで「特に課

題はない」が 25.4％と高くなっています。

回答者数 割合(%)

① 設備投資などのコストがかかる 26 44.1%

②
環境に関する規制や制度についての情

報が不足している
13 22.0%

③
環境保全対策を行うための知識や技術

が不足している
11 18.6%

④
環境保全よりも、他に優先しなければ

ならないことがある
10 16.9%

⑤
手間が多くなり、従業員の協力が得ら

れない
8 13.6%

⑥
取組によって商品の値段が上がった場

合、取引先などの理解が得られない
10 16.9%

⑦
環境保全に向けて何に取り組めばよい

かわからない
5 8.5%

⑧ その他 1 1.7%

⑨ 特に課題はない 15 25.4%

無回答 4 6.8%

103 -合計

選択肢

44.1%

22.0%

18.6%

16.9%

13.6%

16.9%

8.5%

1.7%

25.4%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

既に活動し

ている

今後活動し

たい

活動する予

定がない

事業に関係

ない
無回答 合計

(1)  過剰包装を自粛する 27 19 1 9 3 59

(2)  クールシェアやウォームシェアとしての場や機会

の提供
5 10 19 17 8 59

(3) 廃食用油や資源物の回収などリサイクル活動への

協力
25 12 8 12 2 59

(4)  まちの緑化活動、美化活動への参加 23 22 7 6 1 59

(5)  貴重な動植物が生息できる環境づくり活動への参

加、開催
6 19 23 9 2 59

(6)  特定外来生物の駆除活動への参加、開催 3 19 21 13 3 59

(7)  植樹や間伐など森林保全活動への参加、開催 7 14 20 16 2 59

(8)  田植えや稲刈りなど水田保全活動への参加、開催 9 8 24 15 3 59

(9)  行政などが主催する環境講座などへの講師として

の参加
2 4 32 15 6 59

(10) 環境イベントへの参加（製品やパネルの展示な

ど）
3 9 28 15 4 59

(11) 自社の環境保全の取組の紹介 3 7 32 12 5 59

(12) 施設の総合的な省エネルギー診断や対策を実施し

ている
6 15 23 10 5 59

(13) 環境マネジメントシステム（ISO14001やKESな

ど）の導入
3 10 26 15 5 59

(14) 従業員に対する環境教育の実施 9 17 16 11 6 59
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45.8 

8.5 

42.4 

39.0 

10.2 

5.1 

11.9 

15.3 

3.4 

5.1 

5.1 

10.2 

5.1 

15.3 

32.2 

16.9 

20.3 

37.3 

32.2 

32.2 

23.7 

13.6 

6.8 

15.3 

11.9 

25.4 

16.9 

28.8 

1.7 

32.2 

13.6 

11.9 

39.0 

35.6 

33.9 

40.7 

54.2 

47.5 

54.2 

39.0 

44.1 

27.1 

15.3 

28.8 

20.3 

10.2 

15.3 

22.0 

27.1 

25.4 

25.4 

25.4 

20.3 

16.9 

25.4 

18.6 

5.1 

13.6 

3.4 

1.7 

3.4 

5.1 

3.4 

5.1 

10.2 

6.8 

8.5 

8.5 

8.5 

10.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)  過剰包装を自粛する

(2)  クールシェアやウォームシェアとしての場や機会の

提供

(3) 廃食用油や資源物の回収などリサイクル活動への協力

(4)  まちの緑化活動、美化活動への参加

(5)  貴重な動植物が生息できる環境づくり活動への参

加、開催

(6)  特定外来生物の駆除活動への参加、開催

(7)  植樹や間伐など森林保全活動への参加、開催

(8)  田植えや稲刈りなど水田保全活動への参加、開催

(9)  行政などが主催する環境講座などへの講師としての

参加

(10) 環境イベントへの参加（製品やパネルの展示など）

(11) 自社の環境保全の取組の紹介

(12) 施設の総合的な省エネルギー診断や対策を実施して

いる

(13) 環境マネジメントシステム（ISO14001やKESなど）の

導入

(14) 従業員に対する環境教育の実施

既に活動している 今後活動したい 活動する予定がない 事業に関係ない 無回答

・「既に活動している」の割合が高い項目は、「(1)過剰包装を自粛する」「(3)廃食用油や資源物の

回収などリサイクル活動への協力」「(4)まちの緑化活動、美化活動への参加」となっており、回

答者の約４割が実施しています。

・「今後活動したい」の割合が高い項目は、「(4)まちの緑化活動、美化活動への参加」「(1)過剰包装

を自粛する」「(5)貴重な動植物が生息できる環境づくりへの参加、開催」「(6)特定外来生物の駆

除活動への参加、開催」となっています。

・一方、「活動する予定がない」の割合が高い項目は、「(9)行政などが主催する環境講座などへの

講師としての参加」「(11)自社の環境保全の取組の紹介」となっています。
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５）４）の活動を実施するにあたって、課題となっていること （複数回答）

６）ほかの団体等との連携した環境保全活動の実施状況

すでに活動し

ている 18.6%

今後、活動し

たい 15.3%

機会があれば活動

したい 35.6%

活動する予定

がない 28.8%

無回答

1.7%
回答者数 割合(%)

① すでに活動している 11 18.6%

② 今後、活動したい 9 15.3%

③ 機会があれば活動したい 21 35.6%

④ 活動する予定がない 17 28.8%

無回答 1 1.7%

59 100.0%

選択肢

合計

回答者数 割合(%)

① 活動資金 28 47.5%

② 活動時間 31 52.5%

③ 活動を担う人材 24 40.7%

④ 集客力 7 11.9%

⑤ 他団体との連携、交流機会 7 11.9%

⑥ 活動に必要な知識や技術 17 28.8%

⑦ 活動を行う機会や場 6 10.2%

⑧ その他 3 5.1%

無回答 9 15.3%

132 -

選択肢

合計

・「活動時間」が最も高く回答者の半数が選択しており、次いで「活動資金」が 47.5％と高くなっ

ています。

・その他具体的な課題として、「市内に食品リサイクルを実施業者がない」が挙げられています。

47.5%

52.5%

40.7%

11.9%

11.9%

28.8%

10.2%

5.1%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

・「機会があれば活動したい」が最も高く 35.6％で、次いで「活動する予定がない」が 28.8％と高

くなっています。
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７）６）で「１．すでに活動している」を選んだ事業所について、連携している団体とその

活動内容 （複数回答）

＜連携している団体＞

＜活動内容＞

回答者数 割合(%)

① 森林（竹林を含む）保全活動 2 18.2%

② 生物保全活動 1 9.1%

③ 水環境保全活動 2 18.2%

④ 大気保全活動 0 0.0%

⑤ 廃棄物やリサイクル活動 2 18.2%

⑥
地球温暖化対策やエネルギーに関する
活動

1 9.1%

⑦ 清掃美化活動 10 90.9%

⑧ 緑化活動 1 9.1%

⑨ その他 0 0.0%

無回答 0 0.0%

19 -

選択肢

合計

回答者数 割合(%)

① 府や市などの自治体 5 45.5%

② 自治会 4 36.4%

③ 学校などの教育機関 4 36.4%

④ 環境保全活動団体 1 9.1%

⑤ 貴事業所以外の企業 1 9.1%

⑥ その他 2 18.2%

無回答 0 0.0%

17 -合計

選択肢

・「府や市などの自治体」が最も高く回答者の 45.5％が選択しており、次いで「自治会」「学校など

の教育機関」が 36.4％と高くなっています。

・その他連携しているところとして「地域住民」が挙げられています。

45.5%

36.4%

36.4%

9.1%

9.1%

18.2%

0.0%

①

②

③

④

⑤

⑥

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

・「清掃美化活動」が最も高く回答者の大半が選択しており、次いで「森林（竹林を含む）保全活

動」「水環境保全活動」「廃棄物やリサイクル活動」が 18.2％と高くなっています。

18.2%

9.1%

18.2%

0.0%

18.2%

9.1%

90.9%

9.1%

0.0%

0.0%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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４ 設備の導⼊状況

既に導入して

いる

今後導入する

予定である

予定はないが

導入してみた

い

導入するつも

りはない
無回答 合計

(1)  太陽光発電システム（ソーラーパネル） 7 0 18 27 7 59

(2)  コージェネレーションシステム 0 1 12 33 13 59

(3)  高性能なボイラーやコンプレッサーなどの高効率

機器
0 0 14 33 12 59

(4)  空調・ＯＡ機器などの省エネ型業務用機器 11 3 19 18 8 59

(5)  ペレットボイラー 0 0 5 40 14 59

(6)  エネルギー管理システム（デマンドコントロール

システム、BEMSなど）
0 0 11 36 12 59

(7)  LED照明 30 13 11 1 4 59

(8)  複層ガラスサッシ・二重窓 12 3 15 19 10 59

(9)  屋上緑化・緑のカーテン 2 3 11 31 12 59

(10) ハイブリッド自動車 15 5 20 12 7 59

(11) バイオディーゼル自動車 0 0 13 35 11 59

(12) 電気自動車 1 4 20 21 13 59

11.9 

18.6 

50.8 

20.3 

3.4 

25.4 

1.7 

1.7 

5.1 

22.0 

5.1 

5.1 

8.5 

6.8 

30.5 

20.3 

23.7 

32.2 

8.5 

18.6 

18.6 

25.4 

18.6 

33.9 

22.0 

33.9 

45.8 

55.9 

55.9 

30.5 

67.8 

61.0 

1.7 

32.2 

52.5 

20.3 

59.3 

35.6 

11.9 

22.0 

20.3 

13.6 

23.7 

20.3 

6.8 

16.9 

20.3 

11.9 

18.6 

22.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)  太陽光発電システム（ソーラーパネル）

(2)  コージェネレーションシステム

(3)  高性能なボイラーやコンプレッサーなどの高効率

機器

(4)  空調・ＯＡ機器などの省エネ型業務用機器

(5)  ペレットボイラー

(6)  エネルギー管理システム（デマンドコントロールシ

ステム、BEMSなど）

(7)  LED照明

(8)  複層ガラスサッシ・二重窓

(9)  屋上緑化・緑のカーテン

(10) ハイブリッド自動車

(11) バイオディーゼル自動車

(12) 電気自動車

既に導入している 今後導入する予定である 予定はないが導入してみたい 導入するつもりはない 無回答

・「既に導入している」の割合が高い設備は、「(7)LED 照明」となっており、回答者の半数が導入し

ています。

・「予定はないが導入してみたい」の割合が高い設備は、「(10)ハイブリッド自動車」「(12)電気自

動車」となっています。

・一方、「導入するつもりはない」の割合が高い設備は、「(5)ペレットボイラー」となっています。
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５ 今後５年間で可能と考えられるエネルギー消費量の削減率

・電気の削減率は、「１～５％」が最も高く 32.2％で、次いで「６～10％」が 18.6％と高くなって

います。

・都市ガスは、「使用していない」が半数以上を占めるものの、使用している中では、「６～10％」

「11～20％」「削減できない」がそれぞれ 1.7％を占めています。

・LPG の削減率は、「使用していない」が最も高く 32.2％を占めるものの、使用している中では、

「１～５％」が 13.6％と高くなっています。

・灯油の削減率は、「使用していない」が最も高く 20.3％を占めるものの、使用している中では、

「１～５％」が 16.9％と高くなっています。

・重油類は、「使用していない」が半数以上を占めるものの、使用している中では、「11～20％」が

5.1％と高くなっています。

・ガソリン・軽油の削減率は、「１～５％」が最も高く 23.7％で、次いで「削減できない」が 18.6％

と高くなっています。

1～5％ 6～10％ 11～20％ 21％以上
削減

できない

使用

していない
無回答 合計

(1)  電気 19 11 8 2 10 0 9 59

(2)  都市ガス 0 1 1 0 1 38 18 59

(3)  ＬＰＧ 8 6 3 1 5 19 17 59

(4) 灯油 10 7 6 2 9 12 13 59

(5)  重油類 0 1 3 0 2 36 17 59

(6)  ガソリン・軽油 14 8 6 3 11 4 13 59

32.2 

13.6 

16.9 

23.7 

18.6 

1.7 

10.2 

11.9 

1.7 

13.6 

13.6 

1.7 

5.1 

10.2 

5.1 

10.2 

3.4 

1.7 

3.4 

5.1 

16.9 

1.7 

8.5 

15.3 

3.4 

18.6 

64.4 

32.2 

20.3 

61.0 

6.8 

15.3 

30.5 

28.8 

22.0 

28.8 

22.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)  電気

(2)  都市ガス

(3)  ＬＰＧ

(4) 灯油

(5)  重油類

(6)  ガソリン・軽油

1～5％ 6～10％ 11～20％ 21％以上 削減できない 使用していない 無回答
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Ⅳ 資料編

１ 自由意見

※環境に関連する意見について、原文通りにまとめています

＜その他＞

・アンケートを行っただけでは今後に具体的にいかせないと思います。次期計画とは。気候変

動への対応とは。どんな要望が出てくるのでしょう？

・新しい計画書を見て出来る限り参加、協力していきたいと思います
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２ 調査票
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19



20



21



22


